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佐
久
法
人
会
小
諸
支
部
視
察
研
修
の
ご
案
内

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
、

国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の

金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低
賃
金
」
が
、
平
成
30

年
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
８
２
１
円
に
改
正
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
是
非
賃
金
の
確
認
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常

の
労
働
時
間
・
労
働
日
に
対
応
す
る
賃
金
で
、
臨

時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手

当
及
び
家
族
手
当
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
賃
金
の
引
上
げ
に
向
け
た
中
小
企
業
へ

長
野
県
内
の
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

▽
日
時

　

11
月
４
日
（
日
）
～
５
日
（
月
）

▽
参
加
費

　

６
万
円

▽
行
き
先

　

①
柴
又
帝
釈
天
参
拝
②
銀
座
に
て
高
級
寿
司
の
食

べ
放
題
③
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
６
で
の
お
買
物
④
横
浜
港
か

ら
の
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ
⑤
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
軍

港
巡
り
⑥
戦
艦
三
笠
記
念
館

▽
申
込
先

　

事
務
局
（
電
話
２
２
・
３
３
５
５
）

※
最
少
催
行
人
員
の
12
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
視

察
研
修
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事
業
は
、
事
業
承

継
に
利
用
で
き
る
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
利
用
い
た
だ
け
る
方

１
・
中
期
的
な
事
業
承
継
を
計
画
し
、
現
経
営
者
が

後
継
者
（
候
補
者
含
む
）
と
共
に
事
業
承
継
計
画
を

策
定
し
て
い
る
方　

※
ご
融
資
後
お
お
む
ね
５
年
以

内
に
事
業
承
継
を
実
施
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方

２
・
安
定
的
な
経
営
権
の
確
保
等
に
よ
り
、
事
業
の

承
継
・
集
約
を
行
う
方

３
・
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に

関
す
る
法
律
（
経
営
承
継
円
滑
化
法
）
第
12
条
第
１

項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き
認
定
を
受
け
た
中
小
企

業
者（
同
項
第
１
号
イ
に
該
当
す
る
方
に
限
り
ま
す
）

の
代
表
者
の
方

４
・
事
業
承
継
に
際
し
て
経
営
者
個
人
保
証
の
免
除

等
を
取
引
金
融
機
関
に
申
し
入
れ
た
こ
と
を
契
機
に

取
引
金
融
機
関
か
ら
の
資
金
調
達
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
方
で
あ
っ
て
、
公
庫
が
融
資
に
際
し
て
経
営
者

個
人
保
証
を
免
除
す
る
方

５
・
事
業
の
承
継
・
集
約
を
契
機
に
、
新
た
に
第
二

創
業
（
経
営
多
角
化
・
事
業
転
換
）
ま
た
は
新
た
な

取
組
み
を
図
る
方
（
第
二
創
業
後
ま
た
は
新
た
な
取

り
組
み
後
、
概
ね
５
年
以
内
の
方
）

▽
ご
融
資
限
度
額

　

７
２
０
０
万
円（
う
ち
運
転
資
金
４
８
０
０
万
円
）

ご
返
済
期
間　

設
備
投
資
：
20
年
以
内
（
う
ち
据
置

期
間
２
年
以
内
）　

運
転
資
金
：
７
年
以
内
（
う
ち

据
置
期
間
２
年
以
内
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
小
諸
支
店　

国
民
生
活
事
業

（
２
２
・
２
５
９
１
担
当　

福
島
）

事
業
承
継
・
集
約
・
活
性
化
支
援
資
金
の
ご
案
内

　

東
信
地
区
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
労
働
者
、
使
用

者
、
一
般
県
民
に
対
し
、
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
た

課
題
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
等
を
実
施
し
、
労
働
問
題

に
関
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
、
安
定
し
た
労
使
関

係
の
形
成
促
進
と
勤
労
者
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所
・
内
容

　

10
月
19
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
会
場

　

長
野
県
佐
久
合
同
庁
舎
５
階
講
堂

▽
講
師

　

筑
波
大
学
大
学
院
医
学
医
療
系
教
授　

松
崎
一
葉

　

氏
▽
演
題

　
「
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
た
め
の
実
践
的
施
策
」

―
個
人
と
組
織
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
鍛
え
る
―
（
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
：
自
己
治
癒
力
、
回
復
力
、
復
元
力
）

▽
受
講
料

　

無
料

▽
主
催

　

長
野
県
東
信
労
政
事
務
所

▽
対
象
者

　

労
働
者
、
事
業
主
の
ほ
か
広
く
一
般
県
民

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

長

野

県

東

信

労

政

事

務

所

（
０
２
６
８
・
２
５
・
７
１
４
４
担
当
・
清
野
）。

働
き
方
改
革
関
連
法
に
つ
い
て

東
信
地
区
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ご
案
内

　

来
年
４
月
１
日
か
ら
働
き
方
改
革
関
連
法
が
順
次

施
行
さ
れ
ま
す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
の
上
限
に
つ
い
て
月
45
時
間
、
年

３
６
０
時
間
を
原
則
と
し
、
臨
時
的
な
特
別
な
事
業

が
あ
る
場
合
で
も
年
７
２
０
時
間
、
単
月
１
０
０
時

間
未
満（
休
日
労
働
含
む
）、複
数
月
平
均
80
時
間（
休

日
労
働
含
む
）
を
限
度
に
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▽
施
行
日

　

大
企
業
：
来
年
４
月
１
日
、
中
小
企
業
：
再
来
年

４
月
１
日

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
が
必
要
で
す
。

　

使
用
者
は
、
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が
付
与

さ
れ
て
い
る
全
て
の
労
働
者
に
対
し
、
毎
年
５
日
、

時
期
を
指
定
し
て
有
給
休
暇
を
与
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

▽
施
行
日

　

来
年
４
月
１
日

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
者
の
間
の
不
合

理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

同
一
企
業
内
に
お
い
て
、
正
規
雇
用
労
働
者
と
非

正
規
雇
用
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
有
期

雇
用
労
働
者
、
派
遣
労
働
者
）
の
間
で
、
基
本
給
や

賞
与
な
ど
の
個
々
の
待
遇
ご
と
に
不
合
理
な
待
遇
差

が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

▽
施
行
日

　

大
企
業
：
来
年
４
月
１
日
、
中
小
企
業
：
再
来
年

４
月
１
日

▽
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
、
長
野
労
働
局

（
０
２
６
・
２
２
３
・
０
５
５
１
）

の
助
成
金
等
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

小
諸
労
働
基
準
監
督
署

（
２
２
・
１
７
６
０
）。
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　　　中棚荘 　富岡 正樹 荘主

　

明
治
31
年
の
開
湯
か
ら
今
年
で
１
２
０
年

を
迎
え
ま
し
た
。
小
諸
義
塾
の
塾
長
・
木
村

熊
二
が
開
湯
に
携
わ
り
、「
中
棚
鉱
泉
」
と

し
て
地
域
に
親
し
ま
れ
て
き
た
社
交
場
か

ら
、
観
光
業
界
や
小
諸
の
経
済
環
境
、
旅
行

客
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
で
き
る
温
泉
宿

と
し
て
、
派
手
で
は
な
い
に
し
ろ
宿
泊
客
の

心
を
癒
す
こ
と
の
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
熊
二
や
島
崎
藤
村

の
ほ
か
に
近
く
の
農
家
の
拠
り
所
に
も
な
っ

て
い
た
中
棚
鉱
泉
は
、
昭
和
半
ば
頃
ま
で
は

現
在
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
色
合
い

も
残
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
子
ど
も
だ
っ
た

昭
和
30
年
代
ま
で
は
銭
湯
の
よ
う
な
営
業
も

し
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
30
歳
の
時
、
先
代
が
死
去
。
そ
の
後
、

平
成
２
年
に
敷
地
内
で
温
泉
を
掘
り
だ
し
、

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
平
成
５
年
に
新

館
「
平
成
館
」
を
建
設
し
、「
中
棚
荘
」
と

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
家
族
経
営
か
ら
、
従
業
員
を
抱
え

て
の
会
社
経
営
に
大
転
換
し
た
わ
け
で
す
。

開
湯
以
来
、
中
棚
と
い
え
ば
「
藤
村
ゆ
か
り

業
１
２
０
年

 

新
た
な
事
業
展
開
に
挑
戦
中

創の宿
」
と
い
う
カ
ラ
ー
を
打
ち
出
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
湯
舟
に
り
ん
ご
を
浮
か
べ
た

「
初
恋
り
ん
ご
風
呂
」
を
発
案
。
こ
れ
が
全

国
誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
大
き
な
注
目
を
浴

び
ま
し
た
。

　

旧
館
「
大
正
館
」
は
13
室
で
し
た
が
、
新

館
は
18
室
で
60
人
ま
で
可
能
に
。
そ
れ
と
同

時
に
、
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
利
用
客
が
増

　

一
方
、
西
原
に
あ
っ
た
江
戸
時
代
の
古
民

家
を
移
築
し
、「
は
り
こ
し
亭
」
と
し
て
活

用
し
た
り
、
ヤ
ギ
な
ど
の
動
物
を
飼
っ
て
田

舎
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
環
境
を
整

え
た
り
、
旅
館
料
理
用
の
白
イ
モ
栽
培
が
き

っ
か
け
と
な
っ
て
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培

に
も
着
手
し
た
り
と
、
新
た
な
取
り
組
み
も

進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
秋
に
は
、
御
牧
ケ

原
で
ワ
イ
ナ
リ
ー
「
ジ
オ
・
ヒ
ル
ズ
」
が
完

成
す
る
予
定
で
す
。
い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
、

藤
村
の
い
う
「
新
鮮
に
し
て
簡
素
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
も
の
で
、
藤
村
の
存

在
さ
え
知
ら
な
い
宿
泊
客
が
多
く
な
っ
て
い

る
中
で
も
、
経
営
の
中
に
は
藤
村
イ
ズ
ム
が

し
っ
か
り
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

近
く
、
身
体
が
不
自
由
な
人
や
高
齢
者
に

も
対
応
で
き
る
新
た
な
浴
場
増
設
を
計
画
し

て
い
る
ほ
か
、
御
牧
ケ
原
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

本
格
稼
働
が
控
え
て
い
ま
す
。
一
昔
前
で
は

考
え
も
し
な
か
っ
た
外
国
人
観
光
客
の
急
増

や
、
こ
れ
を
あ
て
に
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
が
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る
時
代
で
す
が
、

中
棚
荘
は
こ
れ
ま
で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
し
て
い
き
な
が
ら
、
こ
う
し
た
中
棚
荘
ら

し
い
挑
戦
も
続
け
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

加
し
、
客
層
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
バ

ブ
ル
経
済
期
、
全
国
の
名
だ
た
る
温
泉
宿
が

宿
泊
客
の
受
け
皿
作
り
を
進
め
、
大
き
な
設

備
投
資
が
後
に
ネ
ッ
ク
に
な
る
時
代
も
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
は
そ
う
し
た
動
き
と
は
無

縁
で
あ
っ
た
た
め
、
大
き
く
儲
け
る
こ
と
も

な
か
っ
た
半
面
、
売
上
が
落
ち
込
む
こ
と
も

な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
し
た
。

Voice to the future
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荒
町
の
『
風
味
堂
』（
高
橋
正

昭
代
表
）
が
柿
、
栗
、
き
の
こ
に

模
っ
た
上
生
菓
子
を
販
売
す
る
。

　

上
生
菓
子
は
「
和
菓
子
の
芸
術

作
品
」
と
さ
れ
て
お
り
、
茶
席
や

行
事
の
席
で
最
上
の
お
も
て
な
し

と
し
て
出
さ
れ
る
伝
統
の
菓
子
。

「
模
っ
た
食
べ
物
の
味
を
想
像
し

な
が
ら
食
べ
る
の
が
上
生
菓
子
の

楽
し
み
方
」
だ
が
、「
炬
燵
で
ミ

カ
ン
を
食
べ
る
感
覚
で
、
お
茶
の

お
供
と
し
て
も
食
べ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
。

　

柿
は
11
月
中
旬
、
栗
と
き
の
こ

は
10
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
の
季
節
限

定
販
売
。
柿
と
栗
は
１
５
０
円
。

き
の
こ
は
１
６
０
円
（
各
税
込
）。

　

同
店
で
は
こ
の
他
に
団
子
、
す

あ
ま
、
大
福
な
ど
会
合
や
慶
弔
時

な
ど
各
種
行
事
で
の
注
文
も
予
算

に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

　
「
正
月
用
の
し
餅
や
一
升
餅
な

ど
の
注
文
も
受
け
て
い
る
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
」
と
高
橋

代
表
。
※
店
頭
で「
会
報
を
見
た
」

と
言
え
ば
朝
生
菓
子
一
品
サ
ー
ビ

ス
。

秋
の
和
菓
子
を
販
売
開
始

    
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
味
堂

活力ある事業所情報

　

日
本
に
育
つ
木
の
心
地
よ
さ
に

親
し
む
山
浦
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ

フ
ェ
『
そ
ら
い
ろ
の
丘
』（
香
田

和
義
・
る
い
夫
妻
経
営
）
は
今
月

８
日
の
「
木
の
日
」
で
オ
ー
プ
ン

３
周
年
を
迎
え
る
。

　

香
田
夫
妻
は
、
飛
騨
高
山
の
木

工
会
社
で
の
経
験
を
糧
に
７
年
前

に
小
諸
へ
移
住
し
、「
も
の
づ
く

り
＆
森
づ
く
り
」
を
掲
げ
「
夫
婦

共
創
」
で
起
業
し
た
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
並
ぶ
「
漆
の
器
」

は
、
る
い
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
、

塗
師
歴
36
年
の
和
義
さ
ん
が
仕
上

げ
る
お
椀
や
お
猪
口
な
ど
、
木

の
文
化
の
こ
こ
ろ
を
伝
え
、
贈

り
物
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

店
舗
は
、
地
場
産
材
を
は
じ

め
国
産
材
を
活
用
し
た
木
造
建

築
で
、
独
自
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
発
信
す
る
御
牧
ケ
原
の
風

景
に
魅
せ
ら
れ
、
遠
方
か
ら
の

客
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

企
業
や
団
体
の
記
念
品
な
ど

の
企
画
制
作
も
受
け
て
お
り
、

「
小
諸
の
も
の
づ
く
り
の
新
し

い
魅
力
と
し
て
、
大
切
な
方
へ

の
贈
り
物
に
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
て
い
る
。

こ
こ
ろ
を
結
ぶ
贈
り
物

       

　
　
　   

そ
ら
い
ろ
の
丘

●小諸市山浦虚空蔵４２９３- １　●ＴＥＬ：24・１５８８　●店舗営業日などはＨＰにて公開　URL：http://sorairo-oka.jp

●小諸市荒町２－５－７　● TEL．23・１８１５　●営業時間　平日９時～
18 時、土日祝９時～ 17 時　●不定休

「絆を深める贈り物に」と塗師自ら水引を結ぶギフトパッケージ
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大
久
保
の
『
あ
ぐ
り
の
湯
こ
も

ろ
』（
井
出
智
信
支
配
人
）
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
大
浴
場

浴
槽
の
タ
イ
ル
張
り
替
え
や
全
館

の
外
壁
塗
り
替
え
、
地
下
空
調
設

備
修
繕
の
ほ
か
、
打
た
せ
湯
か
ら

寝
湯
へ
改
修
し
た
。

　

休
館
中
に
相
生
町
商
店
街
空
き

店
舗
で
営
業
し
て
い
た
同
社
農
産

物
直
売
所
も
玄
関
前
で
の
販
売
を

再
開
し
た
。

　

ま
た
、
館
内
の
食
堂
レ
ス
ト
ラ

ン
の
メ
ニ
ュ
ー
も
一
部
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
。
信
州
蓼
科
牛
の
ス
テ
ー
キ

や
信
州
サ
ー
モ
ン
定
食
を
新
た
に

追
加
し
た
。
蓼
科
牛
や
信
州
サ
ー

モ
ン
は
流
通
量
が
少
な
く
高
価
だ

が
、
委
託
運
営
し
て
い
る
Ｊ
Ａ

の
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
て
安
定
的
に
提
供
す
る
と
い

う
。

　
「
綺
麗
に
な
っ
た
大
浴
場
と

地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
で
ゆ

っ
く
り
と
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
直
売
所
で
の
買
い
物
も
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
井
出

支
配
人
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　  

あ
ぐ
り
の
湯
こ
も
ろ

掲載情報を募集しています ! TEL.0267-22-3355/FAX.0267-23-9030
E-mail:kcci@komoro.org

●小諸市大字大久保字中
山１１４５－１
● TEL．24・４１２６
●営業時間　午前 10 時
～午後９時（受付は午後
８時 30 分まで）
●休館日　今年は年末ま
で休みなし（来年以降は
毎月第２、第４火曜）

　

登
山
者
を
は
じ
め
食
事
や
宴
会

利
用
者
が
訪
れ
る
『
天
狗
温
泉
浅

間
山
荘
』（
山
﨑
幸
浩
代
表
）
は
、

秋
の
き
の
こ
シ
ー
ズ
ン
に
１
泊
２

日
の
「
キ
ノ
コ
探
し
ツ
ア
ー
」
を

実
施
中
。
10
月
は
▽
３
（
水
）、

４
（
木
）
▽
７
（
日
）、
８
（
月
）

▽
16
（
火
）、
17
（
水
）
を
予
定
。

小
学
校
高
学
年
以
上
の
山
歩
き

が
で
き
る
人
が
対
象
で
、
１
泊

３
食
付
き
ガ
イ
ド
料
、
保
険
代

含
め
て
１
人
１
万
３
５
０
０
円
。

１
日
目
は
き
の
こ
料
理
の
夕
食

を
楽
し
み
、
２
日
目
に
天
然
の

キ
ノ
コ
狩
り
に
出
発
。
採
っ

た
キ
ノ
コ
の
選
別
も
す
る
。

要
予
約
。

　

浅
間
山
（
２
５
６
８
㍍
）

の
火
山
警
戒
レ
ベ
ル
が
１
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
火
口
か
ら

５
０
０
㍍
ま
で
の
入
山
規
制

の
緩
和
で
、
全
国
各
地
か
ら

の
登
山
者
が
増
え
て
い
る
。

火
山
館
コ
ー
ス
の
登
山
口
に

あ
る
同
荘
は
、「
こ
れ
か
ら

秋
の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
。
ツ
ア
ー
以
外
に
も
多

く
の
人
に
浅
間
山
の
魅
力
を

味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　

３
年
２
ヵ
月
振
り
の
緩

和
で
、
こ
れ
ま
で
賽
の

河
原
分
岐
点
か
ら
前
掛
山

（
２
５
２
４
㍍
）
ま
で
入
山

可
能
に
。
初
心
者
で
も
10

月
末
頃
ま
で
楽
し
め
る
と
い

う
。

キ
ノ
コ
探
し
ツ
ア
ー
実
施
中

　
　
　
天
狗
温
泉
浅
間
山
荘

●小諸市甲又 4766-2　●ＴＥＬ：22・0959　●ＵＲＬ　http://www.tenguspa.com



   － 6 －

　

当
所
総
務
企
画
委
員
会
（
塩
川

秀
忠
委
員
長
）
は
、
９
月
４
、５

日
の
両
日
、
先
進
企
業
の
視
察
と

役
員
議
員
の
親
睦
を
兼
ね
た
役
員

議
員
親
睦
視
察
研
修
を
実
施
。
13

人
が
参
加
し
た
。

　

山
梨
県
北
杜
市
で
国
産
パ
プ
リ

カ
を
生
産
す
る
『
ベ
ジ
・
ワ
ン
北

杜
』
を
視
察
。
同
社
は
埼
玉
県
に

本
社
を
置
く
ガ
ス
販
売
の
『
サ
イ

サ
ン
』
グ
ル
ー
プ
会
社
。
親
会
社

の
ガ
ス
を
利
用
し
た
温
度
管
理
技

術
を
生
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
式
ガ
ラ

ス
温
室
で
年
間
３
８
０
㌧
の
パ
プ

リ
カ
を
生
産
し
て
い
る
。
ガ
ラ
ス

役
員
議
員
が
視
察
研
修

ガ
ス
利
用
の
温
室
で

国
産
パ
プ
リ
カ
生
産

中
部
横
断
道
経
済
懇
話
会

来
年
は
当
所
が
担
当
開
催

青年部

事業所名 代表者 所在地 部会名 業種

㈲大創笹澤 笹沢　周二 小諸市大字大久保 1900-1 第２小売 日用雑貨の販売

MARCY　TIMOTHY ALLEN マーシーテモテアレン 小諸市耳取 843-1 サービス 宣教師・英語塾

癒しの空間　まほろば 甘利さゆり 小諸市相生町 3-3-12 サービス 温熱療法

ねこ魔女の森 野中　勝子 小諸市相生町 3-3-12 第２小売 小売業

COCONUT Thai 居酒屋 Bar 平嶋　一也 小諸市相生町 1-2-14 渡辺ビル 観光 飲食業

Salon'de PATCH 関谷　将史 小諸市御影新田 1570-5 サービス 美容業

土屋はりきゅう整骨院 土屋　正裕 小諸市御幸町 2-11-12 サービス 整骨院、はりきゅう、マッサージ院

平成 30 年度　入会事業所紹介

講
演
会
と

「
わ
ら
さ
」
同
時
開
催

温
室
に
入
る
際
は
エ
ア
ー
シ
ャ
ワ

ー
や
手
洗
い
を
徹
底
し
、
害
虫
や

菌
の
侵
入
に
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
い
る
。
現
在
、
国
内
に
流
通
す

る
パ
プ
リ
カ
の
9
割
が
輸
入
物

で
、
国
産
パ
プ
リ
カ
の
需
要
は
拡

大
が
期
待
で
き
る
と
い
う
。

　

翌
日
は
静
岡
県
、
山
梨
県
、
長

野
県
の
３
県
の
商
工
団
体
な
ど
で

組
織
す
る
「
中
部
横
断
自
動
車
道

経
済
懇
談
会
」
総
会
へ
参
加
。
現

在
の
進
捗
状
況
の
説
明
を
受
け
、

同
道
の
早
期
全
線
開
通
を
目
指
す

決
議
文
を
承
認
し
た
。

　

来
年
度
の
総
会
は
、
当
所
が
担

当
と
な
り
、
小
諸
市
で
開
催
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
所
青
年
部
（
花
岡
克
明
会

長
）
は
4
日
、
若
手
後
継
者
等

育
成
事
業
「
日
本
酒
の
味
わ
い
方

～
伝
統
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
こ
と

～
」
と
、
異
業
種
交
流
会
「
わ
ら

さ
」
を
日
本
料
理
音
羽
に
て
同
時

開
催
し
た
。

　

小
諸
市
内
唯
一
の
酒
蔵
・
大
塚

酒
造
か
ら
杜
氏
の
大
塚
白
実
さ
ん

が
、
事
業
承
継
な
ど
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

　

引
き
続
き
開
い
た
「
わ
ら
さ
」

で
は
参
加
者
が
大
塚
酒
造
の
日
本

酒
５
種
類
を
試
飲
し
、
交
流
を
深

め
た
。

　

ま
た
、
11
日
に
は
「
働
き
方
改

革
セ
ミ
ナ
ー
・
出
張
相
談
会
」
を

開
催
。
今
年
度
、
青
年
部
内
で
雇

用
環
境
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
来
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
「
働
き
方
改
革

法
」
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う

意
見
が
あ
り
開
催
。
参
加
者
か
ら

は
有
給
取
得
方
法
や
同
一
労
働
・

同
一
賃
金
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の

質
問
が
あ
っ
た
。
出
張
相
談
会
で

は
社
内
規
定
や
就
業
規
則
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
が
あ
っ
た
。

４日に開いた「わらさ」
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委員会活動から

◆
建
設
委
員
会

９
月
７
日
（
金
）
正
午
～

・
住
宅
相
談
会
（
ふ
ー
ど
ま
つ
り
）
に

　

つ
い
て

◆
総
務
企
画
委
員
会

９
月
11
日
（
火
）
正
午
～

・
会
議
所
会
館
火
災
保
険
業
者
選
定
に

　

つ
い
て

・
議
員
親
睦
視
察
研
修
の
報
告
に
つ
い

　

て
◆
工
業
委
員
会

９
月
12
日
（
水
）
午
後
6
時
30
分
～

・
各
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

・
視
察
研
修
に
つ
い
て

◆
経
済
環
境
委
員
会

９
月
13
日
（
木
）
正
午
～

・
視
察
研
修
に
つ
い
て

・
ま
ち
な
か
居
住
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　

プ
に
つ
い
て

・
各
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告

◆
商
業
委
員
会
・
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

員
会

９
月
20
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
～

・
小
諸
市
内
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

◆
観
光
委
員
会

９
月
28
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

・
小
諸
市
の
観
光
の
現
状
と
今
後
に
つ

　

い
て

・
囲
碁
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告

・
骨
董
蚤
の
市
の
開
催
に
つ
い
て

・
菊
花
展
に
つ
い
て

委員会だより ９月の議題

高トレ特別
野
岸
小
で
出
前
講
座

�

工
事
現
場
を
見
学

小
諸
の
取
り
組
み
に
関
心

�

拓
殖
大
と
懇
談
会

　

当
所
の
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
特
別
委
員

会
（
塩
川
秀
忠
委
員
長
）
は
、
９
月
３
日

に
拓
殖
大
学
の
松
橋
崇
史
教
授
と
学
生
ら

と
懇
談
会
を
開
い
た
。「
陸
上
を
通
じ
た
ま

ち
づ
く
り
」
を
研
究
す
る
同
大
学
か
ら
の

要
望
を
受
け
た
。

　

塩
川
委
員
長
と
市
村
憲
一
副
委
員
長

が
、
組
織
や
そ
れ
を
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
、
こ
れ
ま
で
製
作
し
て
き
た
宣

伝
グ
ッ
ズ
の
紹
介
な
ど
を
説
明
。「
一
般
の

人
に
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
最

終
目
的
と
し
て
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
」
と
話
し
た
。

学
生
か
ら
は
、「
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ

ア
で
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
あ
れ
ば
も
っ

と
盛
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
活
発
な
意
見
も
出
た
。

　

当
所
女
性
会
は
、
９
月
５
日
に
駒
ヶ

根
市
で
行
な
わ
れ
た
第
18
回
若
手
後
継

者
等
育
成
事
業
女
性
会
研
修
会
に
参
加

し
た
。
当
所
か
ら
は
事
務
局
含
め
４
人

が
出
席
。

　

講
演
会
は
２
部
構
成
で
、
駒
ヶ
根
観

光
協
会
の
販
売
促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

竹
村
章
氏
に
よ
る
「
駒
ヶ
根
市
の
魅
力

に
つ
い
て
」、
青
年
海
外
協
力
協
会　

理

事　

事
務
局
長
の
堀
田
直
揮
氏
に
よ
る

「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
街
づ
く
り
」
に
つ
い
て

の
話
を
聞
い
た
。

　

ま
た
、
講
演
後
の
懇
親
会
で
は
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
各

地
か
ら
参
加
し
た
女
性
会
員
と
情
報
交

換
や
交
流
を
深
め
た
。
次
回
開
催
地
は

茅
野
市
。

　

当
所
建
設
委
員
会
（
山
浦
康
男
委
員
長
）

は
８
月
30
日
、
竹
花
工
業
の
協
力
の
も
と
、

野
岸
小
学
校
の
６
年
生
を
対
象
に
出
前
講

座
を
開
い
た
。

　

担
当
者
か
ら
工
事
内
容
の
説
明
を
聞
い

た
後
、
工
事
現
場
へ
移
動
し
建
築
中
の
校

舎
を
見
学
。
児
童
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
羽
目
板
の
取
付
作
業

も
見
学
し
た
。

　

建
設
委
員
会
は
、
10
月
６
日
の
ふ
ー
ど

ま
つ
り
当
日
も
、「
家
の
な
ん
で
も
相
談
会

＆
キ
ッ
ズ
家
づ
く
り
体
験
」
を
開
催
す
る
。

　

現
在
、
小
学
生
の
参
加
者
を
募
集
中
。

建　設

女性会
研
修
会
参
加
で
交
流
深
め
る
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〈調査の概要〉
　この調査は、小諸市内の中小企業 200 社を対象に、平成
30 年 7 月から 9 月までの期間の景気動向について書面調査
を行ったものである。本調査は回答のあった調査票を元に、
今期の状況と来期の見通しについて売上、経常利益をお天
気マークでそれぞれ表示した。

　 ※ Ｄ・ Ｉ と は、 デ ィ フ ュ ー ジ ョ ン・ イ ン デ ッ ク ス
(Diffusion Index) の略で、｢増加｣・｢好転｣ したなどとす
る企業割合から、｢減少｣・｢悪化｣ したなどとする企業割合
を差し引いた値である。

〈業種別回答率〉
◎回答企業数及び業種内訳 200 企業
・製造業 45 企業、建設業 40 企業、卸売業 25 企業、小売
業 40 企業、サービス業 50 企業
・回答企業数 96 企業（回答率 48.0％）

〈概要〉
　今回は、事業承継について会員企業の皆様にアンケート
にてお伺いしました。
・事業承継をする必要がない
     1、事業承継が済んでいる　　14 社
  　２、事業継続の予定がない　  10 社　　　
・事業承継を予定している
    １、後継者養成が出来ていて不安なし　19 社
 　２、後継者が決まっておらず今後不安がある　8 社
・今後、事業承継の支援相談を利用したい　6 社

平成 30年
7月～ 9月期

来期（平成 30年 10 月～ 12 月）

主要指標

業　　種

製造業

建設業

卸売業

小売業

サービス業

実　　績 来期見通し 実　　績 来期見通し

売 上 状 況 採 算 状 況

△3.7

△15.0

40.0

△37.5

△11.5

△14.3

△15.0

△20.0

△43.8

△23.1

△10.7

△15.0

0.0

△43.8

△11.5

△25.0

△15.0

0.0

△50.0

△23.1

＋15%以上　　＋5%～＋14.9%　　±4.9%　　－5%～－14.9%　　－15%～－49.9%　　－50%以下
晴れ　　　　　　薄日　　　　　曇り　　　　　　雷　　　　　　　　小雨　　　　　　　雨

※天気マークは各指標のD.I 値を示す

　

富
山
県
射
水
市
内
の
大
き
な
道
路
に
面
し
た

小
さ
な
自
動
車
整
備
工
場
が
「
西
元
自
動
車
有

限
会
社
」で
あ
る
。
自
動
車
整
備
業
の
多
く
は
、

当
然
な
が
ら
、
自
動
車
の
整
備
や
自
動
車
保
険

が
そ
の
売
上
高
の
大
半
を
占
め
る
が
、
同
社
の

最
大
の
売
り
上
げ
は
、
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ

の
小
売
り
で
あ
る
。

　

小
売
り
が
最
大
の
売
上
高
と
な
っ
た
理
由

は
、
同
社
が
自
動
車
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と

に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

地域の弱者のために
福祉車両を製造する『西元自動車』

も
あ
る
が
、「
何
の
た
め
に
…
」
と
い
う
原
点

に
立
ち
返
り
、
現
在
は
会
社
を
一
つ
の
拠
点
に

戻
し
て
い
る
。

　

同
社
が
数
年
前
か
ら
、あ
え
て
立
ち
上
げ
た
、

も
う
一
つ
の
地
域
貢
献
・
社
会
貢
献
事
業
で
あ

る
。
そ
の
事
業
は
、
福
祉
車
両
の
製
造
・
販
売

で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
高
齢
や
障
が
い

の
た
め
、
既
存
の
自
動
車
を
運
転
で
き
な
い
社

会
的
弱
者
の
た
め
に
、
そ
の
人
の
状
況
に
応
じ

て
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
既
存
の
自
動
車
を
改
良

す
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

き
っ
か
け
は
、
周
辺
に
増
え
つ
つ
あ
る
移
動

難
民
・
買
い
物
難
民
と
い
わ
れ
る
高
齢
者
と
障

が
い
者
の
存
在
を
知
っ
た
こ
と
だ
。
自
動
車
整

備
工
場
と
し
て
支
援
し
よ
う
と
海
外
の
福
祉
機

い
る
こ
と
と
、
創
業
以
来
、
企
業
の
都
合
で
は

な
く
、
そ
の
顧
客
に
一
番
合
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
自
動
車
を
、
親
身
に
な
っ
て
探
し
提
供
し

て
き
た
誠
実
な
経
営
姿
勢
が
地
域
社
会
の
高
い

評
価
を
受
け
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

同
社
の
創
業
は
１
９
６
９
年
。
現
社
長
の
西

元
勇
司
氏
の
父
が
、
名
古
屋
の
自
動
車
整
備
業

で
丁
稚
（
で
っ
ち
）
奉
公
を
し
た
後
に
故
郷
へ

帰
り
、
一
人
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
子
ど
も
の

頃
か
ら
父
親
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
い
た
現
社
長

は
、迷
う
こ
と
な
く
父
の
後
を
継
ぐ
と
決
意
し
、

愛
知
県
の
著
名
な
自
動
車
整
備
を
学
ぶ
専
門
学

校
を
卒
業
し
た
後
、
同
社
に
入
社
し
た
。
経
営

環
境
に
も
恵
ま
れ
、
ま
た
若
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
一
時
、
会
社
を
数
カ
所
に
拡
大
し
た
こ
と

器
メ
ー
カ
ー
と
提
携
し
、
立
ち
上
が
っ
た
。

　

余
談
だ
が
、
同
社
を
訪
問
し
た
当
日
、
西
元

社
長
が
駅
か
ら
工
場
ま
で
送
迎
し
て
く
れ
た
そ

の
自
動
車
が
、
ま
さ
に
福
祉
車
両
で
あ
っ
た
。

そ
の
自
動
車
は
ハ
ン
ド
ル
が
外
側
と
内
側
の
大

小
の
二
重
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
内
側
に
あ
る

ハ
ン
ド
ル
自
体
に
ブ
レ
ー
キ
や
ア
ク
セ
ル
の
機

能
が
付
加
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

同
社
の
事
務
所
で
、
福
祉
車
両
に
改
造
し
た

車
を
利
用
し
て
い
る
下
半
身
に
障
が
い
の
あ
る

高
齢
者
か
ら
の
サ
ン
キ
ュ
ー
レ
タ
ー
を
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
、
真
に
世
の
た
め
・
人
の
た
め
に

な
っ
て
い
る
企
業
と
実
感
し
た
。（
人
を
大
切

に
す
る
経
営
学
会
会
長　

坂
本
光
司
）
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▽
４
日
（
木
）

・
税
務
相
談　
（
13
時
～
）

▽
６
日
（
土
）

・
信
州
小
諸
ふ
ー
ど
ま
つ
り

▽
９
日
（
火
）

・
経
営
相
談　
（
９
時
～
）

▽
11
日
（
木
）

・
法
律
相
談　
（
13
時
半
～
）

▽
12
日
（
金
）

・
日
商
簿
記
講
座
開
講　
（
18
時
半
～
）

▽
13
日
（
土
）

・
創
業
塾
開
講　
（
13
時
～
）

▽
15
日
（
月
）

・
労
務
年
金
相
談　
（
13
時
～
）

▽
16
日
（
火
）

・
共
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

▽
18
日
（
木
）

・
佐
久
法
人
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ　
（
９
時
～
）

▽
19
日
（
金
）

・
経
済
環
境
委
員
会
視
察
研
修
（
石
坂
産
業
）

・
建
設
委
員
会　
（
16
時
～
）

・
登
記
法
律
相
談　
（
13
時
～
）

▽
20
日
（
土
）

・
紅
葉
ま
つ
り
開
会

・
第
53
回
東
信
菊
花
展
開
会

月10

　

昭
和
53
年
の
「
や
ま
び
こ
国
体
」
で
レ
ス
リ
ン
グ
会
場
と
な
っ
た
小
諸
市
に
、

９
年
後
に
開
催
予
定
の
同
大
会
で
再
び
競
技
会
場
を
誘
致
し
よ
う
と
、
小
諸
市
が

動
き
出
し
た
。
当
時
、
会
場
と
な
っ
た
こ
と
が
小
諸
を
は
じ
め
佐
久
地
域
、
東
信

地
方
全
体
の
レ
ス
リ
ン
グ
振
興
の
き
っ
か
け
と
な
り
、現
在
、「
将
来
の
五
輪
選
手
」

と
期
待
さ
れ
て
い
る
地
元
出
身
レ
ス
ラ
ー
た
ち
の
排
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
け

に
、
関
係
者
の
思
い
は
熱
い
も
の
が
あ
る
。

　

会
場
は
、
小
諸
市
総
合
体
育
館
を
予
定
し
て
い
る
が
、
施
設
の
改
修
や
拡
張
も

必
要
に
な
る
と
い
う
。
最
近
の
国
体
レ
ス
リ
ン
グ
会
場
を
み
て
も
、
１
５
０
０
人

ク
ラ
ス
の
観
客
席
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
て
、
現
在
は
な
い
エ
ア
コ
ン
の
設
置

な
ど
も
課
題
と
な
り
そ
う
で
、
市
の
投
資
も
そ
れ
な
り
の
額
に
な
る
と
み
ら
れ
て

い
る
。

　

国
体
開
催
の
メ
リ
ッ
ト
を
経
済
面
で
み
る
と
、
や
は
り
宿
泊
や
飲
食
業
界
へ
の

効
果
だ
が
、
こ
の
辺
り
の
対
応
も
ボ
チ
ボ
チ
考
え
始
め
て
も
い
い
頃
だ
。

西村 靖浩代表（47）

木
の
ぬ
く
も
り
や
質
感
を
伝
え
た
い

　２００７年、埼玉県入間市で家具と木製品の店
を開業。徐々に手狭になってきた中で、より仕事
に見合った製作環境を求めて２０１５年３月に小
諸に工場兼ショールームとして移転しました。小
諸の自然が気に入ったことも移転の大きな理由で
す。
　店舗名の４legs は、家具の「４本脚」の意味。
製作販売しているのは棚、イス、テーブルなどの
家具のほかに時計やブローチなどの小物も手掛け
ています。デザイン性や質感の良い木を使い、木
の良さを最大限に引き出すように製作していま
す。
　使用している木は、主に北米産の無垢材。天然
木本来の質感や風合い、温もりが感じられる上、
室内の湿度を調整するという目に見えない働きも
あります。
　家具のオーダーメイドも行っており、量販店で
はできないデザインや質感を、客の要望に沿って
製作出来ることが我々の売りで、これを求める購
入客から高い評価をいただいています。
　将来的にはショップを開いて、木の温もりや良
さを多くの人に広めていきたいと考えています。

４legs 

【４legs】
小諸市市９８１　TEL.0267-46- ８９７７
営業時間：午前10時～午後５時・不定休
URL:http://4legsfactory.net

　こもろスタンプ協同組合の加盟店で百円ごとの買い物で１枚発行
するスタンプ２５０枚を貼った台紙１冊で参加。先着１５０名にも
れなく賞品が当たる年１回行う人気イベントです。
　今年の特賞は、ハズキルーペと低反発マットをセットにした「快
適セット」。１等は牛肉セット２本、２等は市内共通タクシー券と灯
油券各１本、３等は信州みそ、高級茶、新米各１本、４等はカップラー
メン（１２個入り１箱）など。
　問い合わせは事務局（２２・３３５５）まで。

はっとくシールまつり
10/6（土）正午～ 相生町ろうきん前で

空くじなし ! 先着 150 名様
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「東信菊花展」

　

小
諸
城
址
懐
古
園
の
秋
の
風
物
詩

「
東
信
菊
花
展
」
は
、
10
月
20
日
（
土
）

か
ら
11
月
４
日
（
日
）
ま
で
の
16
日

間
開
く
。
当
所
観
光
委
員
会
と
こ
も

ろ
観
光
局
、
菊
の
愛
好
家
に
よ
る
東

信
秋
香
会
（
大
熊
節
男
会
長
）
の
実

行
委
員
会
が
主
催
。

　

今
年
で
53
回
目
を
迎
え
る
が
、
約

30
年
前
は
旧
市
民
会
館
周
囲
で
開
い

て
い
た
。
そ
の
後
は
菊
の
出
品
点
数

が
１
０
０
０
点
に
ま
で
増
え
て
き
た

た
め
、
昭
和
57
年
に
広
い
敷
地
を
求

め
て
現
在
の
懐
古
園
馬
場
に
場
所
を

移
し
た
。

　

そ
の
当
時
、
展
示
物
は
現
在
よ
り

も
大
き
な
ハ
ウ
ス
を
建
て
て
三
重
の

塔
や
五
重
の
塔
な
ど
の
展
示
の
ほ
か
、

懐
古
園
馬
場
に
秋
の
香
漂
う
16
日
間

栽
30
点
、
懸
崖
９
点
、
大
作
り
14
点
、

だ
る
ま
89
点
、
福
助
39
点
、
特
殊
作

り
３
点
、
ス
プ
レ
ー
菊
30
点
、
菊
花

壇
１
７
４
点
の
計
５
３
４
点
。
一
時

期
よ
り
は
出
品
数
は
大
き
く
減
っ
た

が
、
作
品
の
レ
ベ
ル
は
な
か
な
か
の

も
の
で
、
名
実
と
も
に
「
東
信
地
区

最
大
の
菊
花
展
」
は
健
在
だ
。

　

審
査
は
、
病
害
虫
の
有
無
、
天
・
地
・

人
の
花
の
高
さ
、
鉢
底
か
ら
花
首
ま

で
の
高
さ
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど

の
項
目
に
つ
い
て
行
い
、
16
点
を
大

臣
賞
な
ど
の
特
別
賞
が
選
ば
れ
る
。

昨
年
の
最
高
賞
と
な
る
内
閣
総
理
大

臣
賞
は
、
東
御
市
の
浅
川
喜
人
さ
ん

の
作
品
厚
物
三
本
立
て
が
選
ば
れ
た
。

　

東
信
秋
香
会
の
大
熊
会
長
は
「
展

示
方
法
の
工
夫
や
講
習
会
な
ど
で

個
々
の
栽
培
技
術
を
向
上
さ
せ
、
大

勢
の
人
た
ち
に
見
て
喜
ん
で
も
ら
え

る
菊
花
展
と
し
て
、
よ
り
素
晴
ら
し

い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
会
員
数
は

減
少
し
て
い
る
が
「
60
回
に
向
け
て

会
員
全
員
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と

意
気
込
ん
で
い
る
。

掘
っ
た
穴
に
ビ
ニ
ー
ル
を
敷
い
て
池

を
作
り
鯉
を
泳
が
せ
る
な
ど
、
観
賞

者
を
楽
し
ま
せ
る
様
々
な
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

昨
年
の
出
品
数
は
、
厚
物
１
２
０

点
、
管
物
18
点
、
七
本
立
８
点
、
盆

昨年「内閣総理大臣賞」を
受けた浅川喜人さんの作品


